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失血に対する必須純アミノ酸結晶綜合製剤の効果
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I inserted a polyethylen・tubeinto the common iliac artery on one side in twelve 

rabbits. Immediately after drawing blood out through the tube, I transfused the 
same amount of citrated bloocl, of 5 per cent glucose solution and of Crγstalline 
Essential Amino Acids preparation (Moriamin-S) respectively, and then with inter-

vals of one hour I repeated the same procedure until the animal died. 
The blood taken each time was at first 20 cc and then lOcc. In this way I 

observed the duration of survival of these rabbits and compared the effect of Mo-
riamin-S with that of blood or 5 per cent glucose solution. As a result of this 
experiment, I found that Moriamin-S had an intermediate efficacy between blood 
and 5 per cent glucose solution. 

緒言

大出血時に際いその失血死の予防としては従来，

血液， 生理的食塩水，或は5%プドー糖液等の大量の

輸液が行われて来たがp 私は最近大量の出血を起さし

めた家兎に必須純アミ ノ酸結晶綜合製剤の投与を試み

たところP 従来の薬液に比し，かなり効果的である事

を認、めたのでここに報告する．

実験方法

1.5kgの家兎12匹を使用し， これを3匹づっ4群に

分つ．

第1群：採血群．即ち出血を起さしめ失血死にL、た

んしめる．

第2群 ：出血と同量の 5%プドー糖液注入．

第3務：出血と同量の必須純アミノ酸結晶綜合製剤j

（強力モリアミ ンS）注入．

第4群： 出血白と同量の血液注入．

以上4群に分ちp いずれも総腸骨動脈より腹大動脈

にポリエチレンチュープを挿入しp このチュープよ り

採血並びに輸液を行った．

.B!Pちp 先づチュープより血液20ccを採り，第1群は

そのま まp第2群は 5%プドー糖液20ccを注入しp第

3群は強力モリアミ ンS20ccを， 第4群｝土拘司書酸加血

液20ccを注入した．ついで1時間i1fiこ再度同様J栄作を

くりかえし，その死亡時聞を観察した．なお2回目の

燥作以後の採血並びに輸液量はIOcc宛とした．
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実験成績は衰の如し．
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総括並びに考按

失血の危険はp 大出血により循環系内隆容積と血液

量との地衡が甚しく破られることによってP 所調，心

臓ポンプの空回転が起りp 急激な心臓衰弱を来す点で

ありp 叉一方，赤血球減少によるところの主要臓器の

酸素欠乏或は叉血媛喪失による栄養補給障害もその一

因と考えられる． したがって，かかる失血の危険予防

は早急に行われる大量の輸液以外にその方法無きは論

をまたない．

かかる目的で，従来，大量の血液，或は生理的食塩

水p 5%プドー糖液等の塩類液が用いられて来たが，

血液をのぞいてはいずれも血管外漏出が早〈， 失血に

よる重篤症状の予防としては充分な効果を期待出来な

い．従って，かかる欠点を補わんとしてア刀シヤゴ

ム，或はゼラチン等の添加が行われて来た．しかしこ

れも一面赤血球を包裡したり，或は凝集せしめる欠点

があり，あまり完全なものとは云えなかった．

私は森下製薬提供の必須純アミノ酸結晶綜合製剤p

強力モリアミンSを失血死予防の目的に使用し，従来

の塩類液注入と比較してみた．

実験動物としては体箆！.5kgの家兎を用いた．

そして先づ之等が何等処置を加えられなければ30cc

前後の急激な出血により失血死を来す事を確認した．

実験方法としては，前記の如く総腸骨動脈より採血

並びに輸液を行った．

結果は5%ブドー糖液投与群は約2時間の生存期間

（採血平均35cc,5 9五プドー糖40cc投与）で，これは

単なる採血群とほとんど変らない．強力モリアミンS

投与群はこれに比しp 生存期間平均約5時間p 採血量

60cc，モリアミンS投与量60ccとかなり延長が見られ

るがp しかしこれも輸血群の生イ長期間，平均9時間p

採血量lIOcr，輸血量IOOcc，の成績には及ばなかった．

E!Pちp 失血の危険予防としては赤血球を合ん だ所

謂，輸血を最適とする事は論をまたないが，山寒僻地

において外傷等による大出血に遭遇し，適当な給血者

を持たずiやむなく塩類液にたよる以外にその方法無

き場合には必須純アミノ酸結晶綜合製剤jは従来の塩類

液に比して，かなり輸血代用としての効果を期待出来

るのではなかろうか．

結 言

私は家兎を用いて出血致死実験を行いp 失血の危険

予防として従来の塩類液及び必須純アミ ノ酸結晶綜合

製剤の効果を比較してみた．必須純アミノi駿結晶綜合

製剤 （強力モリアミンSjは輸血に比すれば効果が少

し、が，従来の塩額液投与群に比すればその生存期間に

かなりの延長を認め，一応推奨し得るものと恩われ

る．
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